
バイオプラ関連の研究 
 

１． 研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

２． 研究の背景 

 

 

 

 

 

 

 

アロイ化・コンポジット化に
よるポリ乳酸の改質 

アロイ化・コンポジット化アロイ化・コンポジット化

ポリ乳酸

相溶化剤・配合組成などの検討

射出成形性
耐熱性

耐衝撃性など

工業部品・食器等
への適応

物性バランスの優れた
新規植物系材料の創生

地球温暖化

石油の枯渇化

ポリ乳酸の欠点:
硬くて脆い
熱に弱い
成形性が悪い

ポリ乳酸（植物原料プ
ラスチック）を改質し
て工業部品を作ろう

ブレンド法によるポ
リ乳酸の改質

環境と産業の両立
する県土づくり

バイオプ 

アロイ化・コンポジット化によ
るポリ乳酸の改質 



３． 研究内容 

（１）バイオマス食器の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリ乳酸に、産業廃棄物として問題になっているホタテ

貝殻、天然に産出する粘土をコンポジット化し、環境負

荷の低いバイオマス食器を開発しました。 
（瀬戸の窯業原料メーカーとの共同研究） 

窯業的成形法
（鋳込成形等）

射出成形

粘土 ポリ乳酸 ホタテ貝殻

瀬戸製土（株）と
共同研究

グラフト共重合体

ゴム

ビニル系
重合体

結晶核剤

本食器の特徴 

・ プラスチック成形法、窯業的成形法、いずれの方法でも成形できま

す。 

・ 廃棄した場合も微生物により分解され土に還ります。 

・ 石油由来プラスチック製食器と同等の耐熱性、耐衝撃性を有し、電

子レンジでの使用も可能です。 



（２）耐衝撃性に優れたポリ乳酸アロイの開発 

 

 

 

 

 

 

 

本開発の特徴 

・ 可塑剤の添加によらずに耐衝撃性を改善できるので、ブリードア

ウト（可塑剤の経時的流出）や耐熱性の顕著な低下などの問題

がありません。 

・ 結晶化速度が速いので、射出成形時の成形時間の短縮が可能

です。 

ポリ乳酸 / PBAT ブレンド体 （耐衝撃性低）

ポリ乳酸 / PBAT / 有機過酸化物 （開発品）

ポリ乳酸 ＰＢＡＴ 有機過酸化物

加熱溶融混練

耐衝撃性に優れ、結晶化
の速いポリ乳酸組成物

180-200℃
200回転以上有機過酸化物により、ポ

リ乳酸とＰＢＡＴが相溶化

石油由来
生分解樹脂

-O-O-結合を有する
有機化合物

300 回転以上 

衝撃試験後の試験片 


